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フ
ェ
リ
ク
ス
の
「
唐
爪
教
改
革
」

フ
ガ
ー
ト
が
多
す
ぎ
る
か

は

加
　
　
地

徹

　
　
　
（
醐
）

　
　
　
　
　
（
1
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

　
フ
ェ
リ
ク
ス
の
「
宗
教
改
革
」
は
フ
ガ
ー
ト
が
多
く
、
メ
ロ
デ

ィ
が
少
な
い
の
で
オ
r
ケ
ス
ト
ラ
の
楽
員
は
演
奏
を
中
止
し
た
と

一
般
に
知
ら
れ
て
い
る
が
ど
う
し
て
で
あ
る
の
か
、
ま
た
本
当
に

フ
ガ
ー
ト
が
多
す
ぎ
る
の
か
。
時
代
的
背
景
と
彼
の
先
輩
に
あ
た

る
作
曲
家
と
の
対
位
を
し
て
み
た
い
。

　
ω
　
蜜
8
ぴ
轡
瓢
α
鼠
α
q
閃
の
財
駁
ζ
窪
α
飢
。
。
。
・
9
⇒
じ
σ
母
昏
。
｝
ξ

　
　
（
H
o
◎
8
～
H
o
。
ミ
）
。

　
②
遁
走
曲
。
バ
ッ
ハ
に
よ
っ
て
確
立
さ
れ
た
楽
曲
形
式
の

　
　
一
。
先
行
す
る
＝
戸
部
に
対
し
て
、
後
続
す
る
二
声
部
が
対

　
　
偶
主
題
を
提
示
し
、
三
声
部
・
四
声
部
で
こ
れ
を
展
開
し
て

　
　
作
る
対
位
法
的
楽
曲
。

　
　
　
（
二
）

　
フ
ェ
リ
ク
ス
は
一
八
二
九
年
作
曲
を
】
計
｝
圓
、
　
一
八
三
〇
年
三
月

革
命
。
　
「
宗
教
改
革
」
の
タ
イ
ト
ル
は
は
じ
め
か
ら
つ
け
た
の
で

は
な
か
っ
た
。
　
一
八
三
〇
年
六
月
の
三
〇
〇
年
祭
は
カ
ト
リ
ヅ
ク

側
の
反
対
で
中
止
。
一
八
三
二
年
に
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
楽
員
は
こ

の
曲
が
フ
ガ
ー
ト
が
多
く
メ
ロ
デ
ィ
が
な
い
こ
と
を
理
由
に
演
奏

中
止
。
　
…
八
芝
二
年
十
…
月
十
五
日
に
ベ
ル
リ
ン
で
初
演
。
三
百

年
祭
と
は
ル
タ
…
に
よ
る
宗
教
改
革
を
記
念
す
る
も
の
で
そ
の
始

期
は
①
一
五
一
七
年
の
九
五
条
を
提
起
し
た
と
き
、
②
破
門
さ
れ

た
一
五
二
〇
年
、
③
一
五
三
〇
年
の
ア
ウ
グ
ス
ブ
ル
グ
の
皇
帝
力

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

i
ル
五
指
の
前
で
の
信
仰
告
白
発
表
の
と
き
と
三
つ
の
と
ら
え
が

あ
る
が
フ
ェ
リ
ク
ス
の
時
代
に
は
③
を
と
り
一
八
三
〇
年
六
月
二

十
五
臼
を
三
〇
〇
年
祭
と
し
て
い
た
。
フ
ェ
リ
ク
ス
が
生
存
し
た

盤
代
は
、
ウ
ィ
ン
会
議
（
一
八
一
五
）
、
パ
リ
七
月
革
命
（
　
八

三
〇
）
）
二
月
革
命
三
月
革
命
の
と
き
で
あ
っ
た
。

　
　
　
（
三
）

　
誓
学
者
モ
…
ゼ
ス
を
祖
父
と
し
サ
ロ
モ
ン
を
父
と
し
た
恵
ま
れ

　
　
　
　
　
　
（
2
）

た
ユ
ダ
ヤ
人
の
家
系
に
育
っ
た
フ
ェ
リ
ク
ス
は
語
学
に
通
じ
、
十

二
歳
で
弦
楽
四
重
奏
曲
を
作
曲
、
ベ
ー
ト
ベ
ン
の
第
九
を
ピ
ア
ノ

で
弾
き
、
第
五
を
弾
い
た
と
き
「
家
が
く
ず
れ
落
ち
る
み
た
い
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だ
」
と
ゲ
ー
テ
が
言
っ
て
い
る
。
フ
ェ
リ
ク
ス
は
後
述
の
よ
う
に

ユ
ダ
ヤ
教
で
な
く
キ
リ
ス
ト
教
を
宣
言
し
た
た
め
、
す
ぐ
れ
て
バ

ッ
ハ
、
べ
ー
ト
ベ
ン
を
吸
収
し
て
い
た
た
め
に
そ
の
民
族
性
と
宗

教
性
と
の
類
似
性
の
ゆ
え
に
嫌
悪
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
れ

で
彼
は
ベ
ル
リ
ン
が
響
き
で
な
く
ヘ
ン
デ
ル
・
ハ
イ
ド
ン
と
同
じ

く
イ
ギ
リ
ス
へ
行
き
イ
ギ
リ
ス
国
民
に
愛
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
バ

イ
オ
リ
ン
協
奏
曲
ホ
短
調
や
「
イ
タ
リ
ア
」
を
聴
く
と
き
彼
の
心

は
海
を
こ
え
、
山
を
こ
え
ス
コ
ト
ラ
ン
ド
と
イ
タ
リ
ア
に
あ
こ
が

れ
を
思
っ
て
い
た
と
思
う
。
ゲ
ー
テ
が
山
を
越
え
て
イ
タ
リ
ア
旅

行
し
た
よ
う
に
。
親
は
ツ
エ
ル
タ
ー
（
ジ
ン
グ
ア
カ
デ
ミ
ー
の
監

督
）
の
後
継
者
に
し
た
が
っ
た
。
二
三
才
の
彼
は
立
候
補
を
強
調

す
る
狙
い
も
あ
り
、
三
回
の
音
楽
会
で
「
宗
教
改
革
」
な
ど
を
と

り
い
れ
る
が
、
多
く
の
反
対
意
見
は
、
①
年
令
の
若
さ
、
②
経
験

不
足
、
③
長
期
の
ベ
ル
リ
ン
不
在
、
④
ジ
ン
グ
ア
カ
デ
ミ
ー
に
深

く
か
か
わ
っ
て
い
な
い
。
⑥
ユ
ダ
ヤ
人
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
メ

ン
バ
ー
の
多
く
は
、
こ
の
ア
カ
デ
ミ
ー
は
キ
リ
ス
ト
教
の
団
体
で

あ
り
、
指
揮
者
に
ユ
ダ
ヤ
人
を
す
え
る
の
は
前
代
未
聞
だ
と
拒
否

し
た
の
で
あ
る
。
採
択
で
ル
ン
ゲ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
が
多
数
決
で
き
ま

り
、
フ
ェ
リ
ク
ス
は
失
意
の
う
ち
に
ロ
ン
ド
ン
に
、
そ
し
て
「
イ

タ
リ
ア
」
を
発
表
し
評
価
さ
れ
、
そ
の
聴
衆
の
な
か
に
パ
が
一
　
一

二
も
い
た
。
一
八
三
三
年
七
月
二
十
三
日
の
手
紙
で
h
ユ
ダ
ヤ
人

は
解
放
さ
れ
ま
し
た
。
ポ
ー
ゼ
ン
勅
令
が
批
判
さ
れ
、
私
た
ち
は

イ
ギ
リ
ス
の
方
が
ず
っ
と
よ
い
。
天
へ
の
感
謝
で
す
。
」
と
あ
る
。

デ
ュ
ッ
セ
ル
ド
ル
フ
の
音
楽
監
督
に
つ
い
て
も
前
任
者
の
解
任
を

気
に
し
、
ル
タ
ー
派
ユ
ダ
ヤ
教
半
々
の
フ
ェ
リ
ク
ス
に
と
っ
て
音

楽
は
音
楽
で
あ
っ
た
。
劇
場
で
の
オ
プ
ラ
運
営
や
能
力
の
不
足
、

楽
団
員
の
不
平
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
一
八
三
六
年
五
月
デ
ェ
セ
ル

ド
ル
フ
の
音
楽
祭
で
、
　
「
聖
パ
ウ
ロ
」
に
ユ
ダ
ヤ
教
と
キ
リ
ス
ト

教
の
か
け
橋
と
し
て
の
フ
ェ
リ
ク
ス
の
努
力
が
あ
っ
た
。
妻
セ
シ

ル
は
ユ
ダ
ノ
i
派
で
あ
っ
た
。
ベ
ル
リ
ン
の
楽
員
は
ラ
イ
プ
チ
ヒ

の
団
員
よ
り
技
術
的
に
劣
っ
て
い
る
と
フ
ェ
リ
ク
ス
は
言
う
。
　
一

八
四
四
年
置
ル
リ
ン
を
は
な
れ
て
解
放
感
を
味
う
。
イ
ギ
リ
ス
人

か
ら
尊
敬
さ
れ
「
ス
コ
ト
ラ
ン
ド
」
を
作
曲
す
る
。
一
八
四
六
年

「
エ
リ
ア
」
を
九
度
目
の
訪
英
で
初
演
。
　
一
八
四
七
年
十
一
月
四

月
死
亡
。
一
八
四
八
年
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
の
追
悼
式
。
ま
さ
に
革

命
の
年
で
あ
る
。
死
後
イ
ギ
リ
ス
の
音
楽
界
を
独
占
。
ジ
ョ
ー
ジ

グ
ロ
ー
ブ
の
音
楽
事
典
は
モ
…
ッ
ア
ル
ト
に
三
二
頁
、
フ
ェ
ク
ス

に
六
〇
頁
を
記
述
し
て
い
る
。
バ
～
ナ
；
ド
・
シ
ョ
は
ワ
グ
ナ
ー

と
比
べ
て
フ
ェ
リ
ク
ス
が
大
家
か
ど
う
か
決
め
よ
と
賞
讃
し
、
ウ

グ
ナ
ー
と
フ
ェ
リ
ク
ス
が
個
人
的
知
り
合
い
で
あ
っ
た
こ
と
を
知

る
。
　
一
九
三
四
年
に
ナ
チ
は
フ
ェ
リ
ク
ス
の
曲
の
演
奏
禁
止
、
・
楽

譜
は
発
禁
。
現
在
華
や
か
な
バ
イ
ォ
オ
リ
ソ
曲
と
し
て
ポ
ピ
鋳
ラ
畠

一k33　一



i
な
フ
ェ
リ
ク
ス
の
ホ
短
調
も
、
こ
の
人
の
宗
教
的
、
人
種
的
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

し
て
音
楽
界
に
お
け
る
予
告
を
思
い
、
　
「
宗
教
改
革
」
を
聴
き
、

そ
の
中
に
フ
ガ
ー
ト
が
美
し
く
効
果
的
に
、
ル
タ
ー
の
コ
ラ
ー
ル

と
ド
レ
ス
デ
ン
ア
ー
メ
ン
が
美
し
く
流
れ
る
の
を
祈
り
と
し
て
感

ず
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
（
西
）

　
べ
ー
ト
ベ
ン
の
第
九
の
合
唱
の
六
五
七
小
節
か
ら
七
六
二
小
節

ま
で
の
ア
レ
グ
ロ
・
エ
ネ
ル
ギ
コ
は
長
大
な
二
重
フ
ー
ガ
の
部
分

で
あ
り
、
フ
…
ガ
は
テ
ン
ポ
が
す
べ
る
こ
と
な
く
は
っ
き
り
と
し

っ
か
り
と
歌
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
フ
ェ
リ
ク
ス
の
「
宗
教
改

革
」
の
八
六
か
ら
の
弦
楽
器
の
フ
ォ
ル
テ
は
べ
…
ト
ベ
ン
に
負
け

ず
力
強
さ
を
そ
し
て
希
望
を
与
え
る
も
の
で
あ
る
。
フ
ガ
ー
ト
は

多
す
ぎ
ず
、
バ
ッ
ハ
や
べ
ー
ト
ベ
ン
に
比
し
て
よ
り
明
る
さ
を
感

じ
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。

　
メ
μ
デ
ィ
は
少
な
い
か
、
三
三
小
節
か
ら
の
ド
レ
ス
デ
ン
ア
ー

メ
ン
や
二
長
調
か
ら
二
短
調
へ
の
感
動
的
移
行
は
宗
教
的
改
心
を

感
じ
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
四
楽
章
の
ル
タ
ー
の
コ
ラ
ー

ル
「
閃
ぎ
．
瀧
ω
冨
ゆ
霞
σ
q
陣
。
。
博
償
霧
角
O
o
零
一
神
は
わ
が
や
ぐ
ら
」

で
は
、
フ
ル
ー
ト
の
敬
酷
な
祈
り
の
導
入
で
あ
る
。
讃
美
歌
集
で

は
二
六
七
番
「
飴
牛
」
ル
タ
…
と
あ
り
、
ハ
畏
調
と
し
て
あ
る
が

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
で
は
前
章
で
コ
ン
ト
ラ
バ
ス
の
ピ
ア
ニ
シ
モ
の
消

え
る
よ
う
な
G
音
を
静
か
に
、
フ
ル
…
ト
が
ア
ン
ダ
ン
テ
コ
ン
・
モ

ト
で
他
の
楽
器
が
演
奏
さ
れ
る
こ
と
な
く
神
に
救
い
を
求
め
る
コ
・

の
ち
に
こ
の
テ
…
マ
は
力
強
く
主
張
さ
れ
る
。
モ
…
ツ
ァ
ル
ト
や

べ
ー
ト
ベ
ン
の
一
つ
の
動
機
を
こ
れ
で
も
か
こ
れ
で
も
か
と
訴
え

る
の
と
は
異
な
る
も
の
で
あ
る
。
あ
の
慎
ま
し
か
で
暗
示
的
だ
が

色
彩
豊
か
な
楽
し
い
管
弦
法
は
フ
ェ
リ
ク
ス
に
し
か
な
く
、
ド
レ

ス
デ
ン
ア
；
メ
ン
と
ル
タ
ー
の
コ
ラ
ー
ル
を
用
い
る
こ
と
が
当
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

と
し
て
は
お
ど
ろ
く
べ
ぎ
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
フ
ガ
ー
ト
が
多
す
ぎ
る
か
（
テ
ー
プ
と
総
譜
に
よ
る
対
比
）

　
テ
ー
プ
ー
プ
リ
ン
ト
楽
譜
の
＠
㊧
㊥
㊧
㊦
㊦
㊦
、
リ
ベ
ー
ト
ベ

ン
と
の
対
比
（
第
九
の
合
嘱
部
分
の
六
五
七
～
七
六
二
）
ー
フ
ガ

i
ト
を
強
調
し
て
い
る
。

　
メ
ロ
デ
ィ
は
少
い
か
。

ド
レ
ス
デ
ン
ア
ー
メ
ン
ー
テ
ー
プ
ー
プ
リ
ン
ト
④
⑤
⑥
⑦
③
⑨
⑩

　
ル
タ
ー
の
コ
ラ
！
ル
ー
テ
…
プ
ー
⑫

　
　
　
（
五
）

　
ル
タ
ー
は
排
斥
さ
れ
る
か
。
　
「
神
は
わ
が
や
ぐ
ら
」
か
か
る
努

力
に
よ
り
教
会
と
信
仰
あ
る
家
庭
と
に
歌
と
音
楽
が
始
ま
っ
た
澄

カ
ル
ビ
ン
は
音
楽
を
排
斥
し
た
が
、
ル
タ
…
に
は
優
し
く
美
し
い
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自
然
的
な
感
情
が
豊
か
で
あ
り
こ
れ
を
正
し
く
養
う
こ
と
の
宗
教

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

的
意
義
を
確
信
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
ル
タ
…
か
ら
バ
ッ
ハ
へ
の
二
〇
〇
年
と
、
そ
し
て
フ
ェ
リ
ク
ス

の
受
け
た
圧
迫
、
そ
の
作
品
の
な
か
に
あ
る
心
や
さ
し
い
宗
教
心

を
聴
く
こ
と
が
で
き
る
。

　
ル
タ
ー
を
改
革
者
と
し
て
の
み
扱
い
（
高
校
の
世
界
史
教
科
書

で
は
免
罪
符
・
反
抗
者
と
し
て
の
み
扱
い
、
長
期
間
で
教
科
書
会

社
と
の
交
渉
で
イ
ン
ド
ル
ゲ
ン
チ
ア
の
語
を
導
入
さ
せ
た
経
験
が

思
い
出
と
な
る
が
）
ル
タ
…
を
カ
ト
リ
ッ
ク
に
対
し
て
の
扱
い
、

フ
ェ
リ
ク
ス
を
ユ
ダ
ヤ
人
、
ジ
ン
グ
ア
カ
デ
ミ
ー
の
部
外
者
と
し

て
の
み
考
え
る
と
こ
ろ
が
ら
は
美
し
い
信
仰
（
ル
タ
ー
の
コ
ラ
…

ル
）
や
宗
派
の
心
か
ら
の
理
解
と
一
致
は
困
難
で
あ
る
。
冷
た
い

人
達
の
心
か
ら
暖
か
い
地
中
海
の
門
イ
タ
リ
ア
」
を
作
曲
し
、

「
宗
教
改
革
」
に
お
い
て
演
奏
中
止
や
拒
否
に
あ
っ
て
も
そ
の
心

は
信
仰
の
曲
で
あ
る
し
、
フ
ガ
ー
ト
が
多
い
し
メ
ロ
デ
ィ
が
な
い

と
し
た
ベ
ル
リ
ン
の
人
達
の
心
に
こ
そ
フ
ェ
リ
ク
ス
の
宗
教
心
か

ら
遁
走
・
対
位
す
る
も
の
が
あ
る
と
い
わ
れ
で
も
仕
方
な
い
も
の

で
あ
る
。

①
　
徳
善
義
和
「
ア
ウ
グ
ス
ブ
ル
グ
信
仰
告
白
の
解
説
」
聖
文
桂
。

働
　
ヘ
ル
ベ
ル
ト
ク
ヘ
ル
ベ
ル
グ
コ
ニ
代
の
ユ
ダ
ヤ
人
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン

　
家
の
人
々
扁
横
溝
訳
　
東
京
創
之
社
。

｛3）（5） ｛4）

デ
ィ
ー
ル
タ
ケ
ル
ナ
ー
「
－
孤
村
陶
楽
家
の
病
歴
」
石
由
［
訳
凹
、
二
九
頁
、
・
立
目

楽
之
友
社

μ
ス
タ
ン
「
ド
イ
ツ
音
楽
」
吉
田
訳
、
＝
二
頁
、
白
水
社
。

石
原
謙
著
作
日
集
第
⊥
ハ
巻
、
　
瓢
工
ハ
○
町
貝
0
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